予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　　項：農業費　　目：農業振興費
	事業名: 岐阜県農産物等海外輸出促進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　農政部　農産物流通課　輸出戦略・広域流通係　電話番号：058-272-1111（内2853）
　　　　　　　E-mail：c11444@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：5,600千円（前年度予算額：5,000千円）
	事業内容


	１　事業の概要


タイ・シンガポールなどアセアン地域において、飛騨牛・富有柿をはじめとする県産農産物の販路拡大やこれに次ぐ輸出品目の育成、安定供給に向けた輸出体制の整備を進めるとともに、新たな輸出相手となりうる国についてマーケット調査を実施する。

また、中国では富裕層を中心に日本産米のニーズが見込まれるため、中国への米輸出を可能にするための準備を行う。

その他、現在、輸出している国における農産物フェア等開催で販売促進している岐阜県農林水産物輸出促進協議会の活動に対して助成し、輸出の一層の促進を図る。

（１）シンガポール、タイにおける県産品の販路拡大に向けたプロモーションの展開

　　・岐阜県農林水産物輸出促進協議会と連携して、シンガポール・タイにおける農産

物ＰＲプロモーションの開催、消費者向けＰＲ資材の作成・配布を実施する。

　　・タイにおいては、飛騨牛の輸出が再開されたため、取扱店舗の開拓を進める。

（２）新たな輸出品目の育成、安定供給に向けた輸出体制整備、輸出相手国調査
・飛騨牛、富有柿に次ぐ新たな輸出品目の育成に向け、マーケット調査、商談の実施、テスト輸出・販売を実施する。

・ニーズに適応した安定供給に向け、産地と連携して輸出体制の整備を図る。
・また、新たな輸出相手となりうる国についてマーケット調査を実施する。
（３）中国向け米輸出のための調査・準備

・輸出に関心を持つ農業生産法人等で輸出促進のための組織を構成し、輸出に必要な制度・条件（中国側の認可を受けた指定精米工場で精米する等）についての勉強会を開催する。

・また、現在、輸出している日本国内の産地が少ないため、先進事例の情報収集をする等、将来を見据えた中国への輸出体制の整備を図る。
（４）岐阜県農林水産物輸出促進協議会への活動強化
　　・農業、食品産業、商工業、行政等で構成され、各種ＰＲフェア開催等により販売促進している本協議会の活動に対して助成し、輸出の一層の促進を図る。

	２　所要経費


（１）シンガポール、タイにおける県産品の販路拡大に向けたプロモーションの展開

　　　　3,386千円（委託費:2,150千円、業務旅費:1,038千円、印刷製本費：150千円

役務費:48千円）

（２）新たな輸出品目の育成、安定供給に向けた輸出体制整備、輸出相手国調査
　　　　1,028千円（委託費:300千円、業務旅費:680千円、役務費:48千円）

（３）中国向け米輸出のための調査・準備

　　　　　186千円（業務旅費:10千円、消耗品費:100千円、役務費:76千円）

（４）岐阜県農林水産物輸出促進協議会への負担金

　　　　1,000千円（負担金：1,000千円）
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度

予算額
	5,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,000

	要求額
	5,600
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,600

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事務事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　主要な岐阜県産農産物について、アジア地域を中心とした輸出相手国、量を拡大するとともに、ブランド価値を向上させる。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	富有柿の年間輸出量
（ｔ）
	11
（H20）
	9
（H21）
	10
（H22）
	5
（H23）
	30
（H25）
	％
16.6

	飛騨牛の年間輸出量
（kg）
	330
（H20）
	507
（H21）
	1,071
（H22）
	1,288
（H23）
	1,840
（H25）
	％
66.1


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
（１）シンガポール、タイにおける販路拡大に向けたプロモーションの展開

・岐阜県農林水産物輸出促進協議会と連携して、シンガポール・タイにおける農産物ＰＲプロモーションを開催、
　　→現地百貨店における岐阜県フェアの開催

　　　シンガポールの大規模日本食見本市「Oishii JAPAN 2012」に出展し、バイヤー等を対象に飛騨牛をＰＲ（試食、飛騨牛紹介チラシ配布）
（２）新たな輸出品目の育成、安定供給に向けた輸出体制の整備

・飛騨牛、富有柿に次ぐ新たな輸出品目の育成に向け、マーケット調査、商談の実施、テスト輸出・販売を実施する。

・ニーズに適応した安定供給に向け、産地へのバイヤー招聘等を行い産地と連携して輸出体制の整備を図る。


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
（１）富有柿については、特に品質面で現地百貨店から高い評価を得ており、今年度もタイの高級百貨店で富裕層をターゲットに、ＰＲ販売フェアを11月末から12月にかけて実施する。

飛騨牛については、11月に開催される「Oishii JAPAN 2012」に出展して、現地バイヤー等に幅広くＰＲして、新規取扱店舗獲得に向けた商談を実施する。

（２）飛騨牛については、農業団体と連携し認知の獲得や取引に向けた商談を進めた結果、シンガポールでは新規取扱店舗を獲得し、また、これまで輸出が中断されていたタイへの輸出ルート（現地取扱業者の選定等）を確立した。
　　今後、飛騨牛バイヤー等を産地に招聘して、肥育状況、食肉処理場を視察して理解を深めてもらい、取扱量の拡大を目指す。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	（評価）

○

	国内市場の縮小が見込まれる中、岐阜県産農産物の輸出促進及びブランド価値向上のため、必要性は高い。

	・事業の有効性（指標の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：期待した効果がある、△：一定の効果がある、×：期待した成果がほとんどない

	（評価）

○

	　富有柿の輸出量については、東日本大震災の影響等により一時的に落ち込んだが、飛騨牛は順調に伸びており、事業効果が現れている。


	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある、×：効率化が図られていない

	(評価)

○

	　新たな輸出先・品目の場合は、県が一元的に推進することできっかけづくりをし、輸出ルートが確立されてきた後は、農業団体等で構成される岐阜県農林水産物輸出促進協議会で発展的かつ柔軟に取り組む体制を取っており、効率的に輸出促進する体制が整っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　輸出相手国によっては、経済状況の落ち込み等の事情により、輸出量が伸び悩んでいる。そのため、既存取扱店舗等でのＰＲの充実だけでなく、新規取扱店舗の開拓が必要である。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　国内市場の縮小が見込まれる中、関係者からのニーズもあり、富裕層の増加や日本食ブームが継続しているアジア地域をターゲットに輸出先国、品目の拡大に継続して取り組んでいく。


